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ミドルシニアの活躍に向けた
キャリア自律とリスキリング
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一般社団法人 定年後研究所
理事所長 池口武志



一般社団法人定年後研究所 紹介

定年後研究所とは～ミドルシニアの「自走人生」をデザインする～

主に、大企業中高年会社員を対象に職業人生の長期化に向けた調査・研究活動をおこなうとともに、キャリア研修
プログラムの開発・監修を手掛ける

所長 池口武志 ＜連絡先＞ t-ikeguchi@seiwabl.co.jp
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◼ 職歴・学び

1963年京都市生まれ 1986年日本生命保険に入社し、長く管理職として多様な人材育成に係る

2005年オックスフォード大学 Foreign Service Programme修了

2021年定年後研究所所長

2023年3月桜美林大学大学院老年学修士（還暦で卒業）

◼ 社会活動、資格等

厚生労働省 生涯現役社会の実現に向けた検討会委員、 社会福祉推進事業検討会委員

日本心理的資本協会理事 シニア社会学会理事

早稲田大学キャリア・リカレント・カレッジ アドバイザー

キャリアコンサルタント、AFP(ファイナンシャルプランナー)、消費生活アドバイザー

◼ 著書・原著論文

「定年NEXT（廣済堂新書）」、「人生の頂点は定年後（青春新書）」

「50~60歳代会社員のキャリアチェンジのプロセス（老年学雑誌14号） 」

mailto:t-ikeguchi@seiwabl.co.jp


本日の講演内容（時間配分：合計４０分）
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＜第１章＞ ミドルシニアのキャリア自律（１０分）
・キャリア自律の高低を決める要因
・キャリア自律の効果、転職意向との関係

＜第２章＞ いきいきミドルシニアの共通点（１０分）
・「越境」で気づくミドルシニアの付加価値
・「学び」の習慣化が認知症予防にも

＜第３章＞ ミドルシニア活躍に向けた人事運営の基本（１０分）
・ミドルシニア人材の「仕事への意欲」の実像
・「期待役割⇒処遇⇒支援策」の連動

＜第４章＞ 企業主導のリスキリング取組事例（１０分）



【キャリア自律 高意識層】

【キャリア自律 低意識層】

n=
期待する 計

（％）

期待しない 計

（％）

やりがいがある仕事 204 95.1 4.9

柔軟な勤務体系 204 92.2 7.8

給与など労働条件 204 90.2 9.8

公平な評価や昇格の機会 204 90.7 9.3

自分の成長機会 204 89.7 10.3

異動やローテーションの機会 204 66.7 33.3

キャリアの多様化に向けた支援 204 88.2 11.8
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n=
期待する 計

（％）

期待しない 計

（％）

やりがいがある仕事 234 62.0 38.0

柔軟な勤務体系 234 74.4 25.6

給与など労働条件 234 64.5 35.5

公平な評価や昇格の機会 234 58.1 41.9

自分の成長機会 234 41.0 59.0

異動やローテーションの機会 234 34.2 65.8

キャリアの多様化に向けた支援 234 56.4 43.6
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非表示：3％未満

キャリア自律の高意識層は、50～60代であっても、会社に「やりがいある仕事」「成長機
会」「キャリアの多様化に向けた支援」を求め、低意識層は対照的な結果
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定年後研究所「キャリア自律アンケート調査（2022）」より抜粋



キャリア
オーナーシップ
を持っている

好奇心と

越境力
が秀でている

役割意識が強く
社会貢献志向

が高い

＜きっかけ＞
・（役職）定年を意識
・早期退職や不本意な異動
・管理業務からの解放
・越境体験（他社、大学等）
・親族の不幸

（役職）定年等で立ち止まっていると選択肢は狭まる一方

第１章 活躍フィールドの拡大に向けた自律行動の展開

第２章 好きな仕事で自身も成長し、会社貢献を続ける

第３章 大企業からスタートアップ・中小企業への転身

第４章 大企業からNPO法人への転身

第５章 大企業から社会福祉法人への転身

第６章 大企業から地方創生への転身

第７章 国際経験を国内外の社会貢献に活かす

第８章 多彩な独立・起業スタイル
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３１名のいきいきミドルシニアの共通点

３１名の

ロール
モデル

学ぶ意欲が旺盛

いきがい
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～全ての起点・ベースは～
ミドルシニア社員に「期待する役割」の明確化

❶
固有の経験・
ミドルシニア
の強みを活か
した
「役割」の
設定

❷
役割に応じた
「処遇」の
設定

❸
役割発揮に向
けた
「支援策」の
実施

❹
経験・スキル豊かなミドルシニア人材の取り込み
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■株式会社星和ビジネスリンクの取組事例 ：大手生命保険会社の変革への対応

盤石と思えた事業モデル

５０年間以上にわたって
約５万名の営業社員が
数十万企業、数百万顧客に
毎月「紙媒体」でお届け

対
面
営
業
か
ら
デ
ジ
タ
ル

営
業
へ
の
展
開

デジタル営業スキームの開発



事業を取り巻く環境変化：「DX」「営業スタイルの変化」「コロナ禍」

印刷物制作のプロ
対面イベント運営のプロ
研修講師派遣のプロ

AIアバター、メタバースのプロ
Eラーニングシステムのプロ
キャリアコンサルタント集団

事業構造の変革

・「紙」ありきのツール提供、煩雑な事務処理
・「対面」ありきのイベント、研修サポート

「粗利率」の低迷、「販管費」の重し

・「デジタル」ツールの開発、簡易な事務処理
・「デジタル」でのイベント、研修スキーム

「粗利率」の向上、「販管費」の圧縮

リスキリング
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リスキリングに取り組んだ社員の声

「AIアバターの社外研修」では、難しい単語が沢山出てきて大変だったが、
実際のモノに触れると、下地が出来ていただけに、自分に刺さるものがあり、
クライアントへの提案イメージが湧いてきた。

ITパスポート資格の取得や、「web制作の社外研修」を受講したことで、ユーザー目線
に立った「講師サイト」を開発することが出来た。

幾多あるEラーニングシステムの「展示会」に何度も足を運んで、選球眼を磨きながら、
同時に、企業での使用イメージを描いて、１年かけて独自の仕組みを開発した。

自分の強みを創りつつ、
会社にも貢献出来て、嬉しい！
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